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とうみ

　

「
気
づ
い
た
ら
財
布
に
お
金
が

入
っ
て
い
な
い
！
金
融
機
関
で
お

金
を
お
ろ
さ
な
け
れ
ば
！
」
普
段

の
生
活
の
中
で
、
こ
ん
な
場
面
に

遭
遇
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

何
気
な
い
日
常
生
活
の
こ
と
の

よ
う
で
す
が
、
実
は
、
自
分
で
金

融
機
関
に
行
き
、
必
要
な
金
額
を

お
ろ
す
だ
け
で
も
多
く
の
判
断
能

力
を
使
っ
て
い
る
の
で
す
。
認
知

症
な
ど
に
よ
り
、
こ
う
し
た
判
断

す
る
力
が
低
下
し
て
し
ま
っ
た
ら

ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う

か
？

　

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」と
い

う
こ
と
ば
の
と
お
り
、
万
が
一
の

時
の
た
め
、
知
っ
て
お
い
て
い
た

だ
き
た
い
成
年
後
見
人
制
度
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
認
知
症
や
精
神

障
が
い
、
知
的
障
が
い
な
ど
に
よ

り
判
断
能
力
が
不
十
分
で
あ
る
方

を
悪
徳
商
法
な
ど
の
被
害
か
ら
守

り
、
法
律
的
に
保
護
し
生
活
を
支

え
て
く
れ
る
制
度
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
家
庭
裁
判
所
が

選
任
し
た
親
族
や
弁
護
士
な
ど
の

専
門
家
が
成
年
後
見
人
と
な
り
、

預
貯
金
の
管
理
か
ら
不
動
産
の
売

買
、
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
手

配
な
ど
を
判
断
能
力
が
不
十
分
の

方
に
代
わ
っ
て
手
続
き
な
ど
を
行

い
、
財
産
や
権
利
を
守
り
ま
す
。

　

今
か
ら
お
金
の
管
理
が
不
安
、

一
人
暮
ら
し
で
先
の
こ
と
を
考
え

る
と
心
配
と
い
う
方
な
ど
、
制
度

に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
と
い

う
場
合
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

　
　

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
係

　
　

�　

－

５
０
０
０

６４

 
ど
う
す
る
�

     
万
が
一
の
お
金
の
管
理

－

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て－
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地球にやさしい
まちづくり

シリーズ ③

　

今
回
は
、
夏
本
番
を
前
に
強
い
日
差
し

を
さ
え
ぎ
る
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
」
や

雨
水
を
庭
や
畑
へ
有
効
利
用
す
る
「
雨
水

貯
留
槽
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
東
部
中
の
『
グ
リ
ー
ン

　

カ
ー
テ
ン
』
の
取
り
組
み

　

東
部
中
学
校
で
は
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
育
成
が

７
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
中
庭
に
広
が

る
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、
当
時
の
教
頭

先
生
が
前
任
の
学
校
か
ら
持
っ
て
き
た
西

洋
ア
サ
ガ
オ
の
「
ヘ
ブ
ン
リ
ー
ブ
ル
ー
」

の
種
を
生
徒
た
ち
と
一
緒
に
ま
き
、
育
て

た
こ
と
が
は
じ
ま
り
で
、
以
来
、
毎
年
種

を
取
っ
て
は
翌
年
へ
取
り
組
み
を
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

　

水
や
り
と
草
取
り
は
、
緑
化
委
員
の
生

徒
た
ち
が
夏
休
み
も
当
番
を
決
め
て
行
っ

て
い
ま
す
。
給
食
の
残
さ
か
ら
作
っ
た
堆

肥
を
使
う
な
ど
、
学
校
全
体
で
環
境
へ
の

配
慮
が
伺
え
ま
す
。「
枯
れ
た
つ
る
や
葉

を
と
る
作
業
は
大
変
で
す
が
、
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
の
あ
る
３
年
生
の
教
室
は
か
な

り
涼
し
い
の
で
、
受
験
勉
強
に
は
げ
む
こ

と
が
で
き
る
」
と
先
生
方
は
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
各
家
庭
向
け

に
種
や
苗
を
販
売
し
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
の
取
り
組
み
を
広
め
る
こ
と
も
考
え
て

い
る
よ
う
で
す
。

■
雨
水
貯
留
槽
を
使
っ
た

　
　
　
　
　
　
　

雨
水
利
用

　

雨
水
を
貯
め
て
お
く
こ
と
は
、
庭
木
の

水
や
り
や
打
ち
水
と
す
る
ほ
か
、
地
震
や

火
事
な
ど
の
災
害
時
に
は
ト
イ
レ
の
洗
浄

水
や
初
期
消
火
用
水
と
し
て
も
利
用
で
き

ま
す
。

　

貯
留
槽
の
維
持
管
理
は
、
フ
タ
を
閉
め

雨
水
流
入
口
に
防
虫
網
を
張
る
な
ど
し
て

ボ
ウ
フ
ラ
（
蚊
の
幼
虫
）
の
発
生
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
太
陽
の
光
が
貯
留
槽
に
差
し

込
む
と
藻
が
発
生
し
、
長
時
間
放
置
す
る

と
腐
敗
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
日
光
を

遮
断
で
き
る
素
材
の
も
の
を
選
び
日
常
的

に
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
雨
水
貯
留
槽
の
設
置
補
助

　

市
の
補
助
金
額
は
次
の
通
り
で
す
。

・
中
規
模
貯
留
槽
（
1
・
0
�
以
上
）

　

本
体
価
格
の
１ ―

２
／
上
限　

万
円

１０

・
小
規
模
貯
留
槽
（
1
・
0
�
未
満
）

　

本
体
価
格
の
１ ―

２
／
上
限
3
・
5
万
円

　

雨
水
貯
留
槽
を
実
際
に
設
置
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

【　

】
内
は
雨
水
貯
留
槽
容
量
。

◆
水
資
源
を
大
切
に
！　

　
　

土
屋　

昌
光
さ
ん
（
桜
井
）【
2
�
】

　

土
屋
さ
ん
は
、
水
資
源
の
大
切
さ
を
考

え
今
年
度
設
置
し
ま
し
た
。
庭
の
敷
地
を

有
効
利
用
す
る
た
め
地
下
埋
設
型
を
選
ん

だ
そ
う
で
す
。
植
木
が
多
い
の
で
こ
れ
か

ら
の
季
節
は
散
水
量
が
か
な
り
の
量
に
な

り
ま
す
が
、
わ
ず
か
な
雨
で
も
貯
留
槽
に

し
っ
か
り
と
溜
ま
り
、
毎
日
ま
い
て
も
無

く
な
ら
な
い
の
で
安
心
だ
そ
う
で
す
。

オ
ー
ル
電
化
を
取
り
入
れ
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
も
設
置
し
ま
し
た
。「
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
が
ご
み
を
で
き
る
だ
け
出

さ
な
い
よ

う
に
夫
婦

で
取
り
組

ん
で
い
る
」

と
話
し
て

い
ま
し
た
。

◆
天
然
の
水
が
活
躍
し
て
い
ま
す
！

　
　

竹
重　

公
夫
さ
ん
（
羽
毛
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
0
・　

�
】

２５

　

竹
重
さ
ん
は
、
年
間
を
通
し
て
庭
木
や

草
花
を
育
て
る
た
め
、
積
極
的
に
雨
水
を

有
効
活
用
し
た
い
と
考
え
設
置
し
ま
し
た
。

取
り
付
け
は
、
勾
配
や
寸
法
を
決
め
る
こ

と
が
難
し
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
貯
留
槽

は
ひ
と
雨
降
れ
ば
軽
く
一
杯
に
な
り
ま
す
。

ご
み
取
り
に
よ
り
、
き
れ
い
な
水
が
十
分

使
え
る
の
で
イ
モ
や
く
る
み
を
洗
い
、
育

苗
や
玄
関
掃
除
、
農
機
具
の
洗
浄
に
も
活

用
で
き
非
常
に
具
合
が
良
い
と
の
こ
と
で

し
た
。「
今
年
は
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
作

る
予
定
な

の
で
、
そ

こ
で
も
こ

の
水
が
地

球
温
暖
化

防
止
に
活

躍
す
る
で

し
ょ
う
」

と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

設
置
者
の
声
―
―

　給食の残さから肥料を
▼作る「はらぺこくん」

▲涼しさをもたらす
　グリーンカーテン
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東東東東東東東東東東
御御御御御御御御御御
市市市市市市市市市市

 
東
御
市

保保保保保保保保保保
健健健健健健健健健健
補補補補補補補補補補
導導導導導導導導導導
員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会

　

保
健
補
導
員
会

だだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりり

　
　
　
　
　

だ
よ
り

　

４
月　

日
に
保
健
補
導
員
委
嘱
式
が
文

１５

化
会
館
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

花
岡
市
長
よ
り
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
本

年
度
の
会
長
に
は
北
御
牧
地
区
の
依
田
彰

子
さ
ん
、
副
会
長
に
和
地
区
の
渡
邊
幸
子

さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
地
域
住
民
の
健
康
を

守
る
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

６
月
に

は
、
生
活

習
慣
病
予

防
の
学
習

会
、
調
理

実
習
を
行

い
、
食
事

の
適
量
に

つ
い
て
確

認
し
ま
し

た
。
普
段

よ
り
多
い
と
い
う
方
が
大
半
で
し
た
が
、

「
こ
れ
だ
け
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
の
」
と

い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
こ
う
し
た
学
習
会
を
通
じ
自

ら
が
学
び
、
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
地
域
に
帰
っ
て
教
室
等
を
計
画
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
保
健
補
導
員
と
一
緒
に

健
康
で
明
る
い
地
域
づ
く
り
を
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

☆
今
後
の
行
事
☆

　

７
月　

日　

視
察
研
修
（
伊
那
市
）

２１

　

７
月　

日　

市
民
祭
り
踊
り
連
へ
参
加

３１
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地
震
か
ら
我
が
家
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
　
  
〜
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

　

市
で
は
、
市
内
の
既
存
建
物
の
耐
震
性

能
を
確
保
し
、
今
後
予
想
さ
れ
る
地
震
災

害
に
対
し
て
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成　

年
１
月
に

２０

「
東
御
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
１
月　

日
の
阪
神
・
淡
路
大

１７

震
災
で
は
、

十
万
棟
を

超
え
る
住

宅
が
倒
壊

し
、
建
物

の
倒
壊
が

原
因
で
亡

く
な
ら
れ

た
方
は
、

約
９
割
に

も
上
り
ま

す
。
ま
た
、
昭
和　

年
の
宮
城
県
沖
地
震

５３

等
の
被
害
状
況
を
受
け
建
築
基
準
法
が
見

直
さ
れ
、
現
行
の
耐
震
基
準
（
昭
和　

年
５６

６
月
１
日
施
行
）
と
な
り
ま
し
た
が
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
は
、
昭
和　
５６

年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
旧
耐
震
基
準
に
よ

る
建
物
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
大
規
模

な
地
震
が
頻
発
し
、
さ
ら
に
近
い
将
来
、

東
海
地
震
な
ど
の
大
規
模
な
地
震
の
発
生

も
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
震
に

よ
っ
て
住
宅
が
倒
壊
す
る
と
、
お
住
ま
い

の
方
が
被
害
に
遭
う
だ
け
で
な
く
、
火
災

の
発
生
を
招
い
た
り
、
被
災
者
の
避
難
行

動
や
救
急
救
命
活
動
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
、

そ
の
後
の
復
旧
活
動
に
つ
い
て
も
支
障
を

き
た
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
東
御
市
で
は
、
昭
和　

年
以
前
に

５６

在
来
工
法
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
に
つ

い
て
、
無
料
で
耐
震
診
断
を
行
う
と
と
も

に
、
耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
に
対

し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
（
税
制
上
の

優
遇
措
置
も
あ
り
ま
す
）
の
で
、
対
象
と

な
る
住
宅
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
こ

の
機
会
に
、
耐
震
改
修
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

建
設
課
住
宅
係　

�　
－

５
８
８
２　

６４

  
平
成　

年
度
に
採
用
す
る

２３

　
　
　

市
職
員
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

１　

採
用
職
種
、
採
用
予
定
人
員
及
び
受
験
資
格

試
験
の
種
類
及
び
区
分

上　

級

初　

級

初　

級

（
短
大
卒

業
程
度
）

行　

政

土　

木

建　

築

事　

務

保
育
士
Ａ

保
育
士
Ｂ

採
用
予
定
人
員

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

受　
　
　

験　
　
　

資　
　
　

格

昭
和　

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法

５６

に
よ
る
4
年
制
大
学
を
卒
業
し
た
人
（
平
成　

年
3
月　

日

２３

３１

ま
で
に
卒
業
見
込
み
含
む
）

昭
和　

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法

５６

に
よ
る
4
年
制
大
学
の
土
木
課
程
を
卒
業
し
た
人
（
平
成　
２３

年
3
月　

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
含
む
）

３１

昭
和　

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法

５６

に
よ
る
4
年
制
大
学
の
建
築
課
程
を
卒
業
し
た
人
（
平
成　
２３

年
3
月　

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
含
む
）

３１

昭
和　

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法

５６

に
よ
る
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人

昭
和　

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、 保
育
士
の
資
格
を

５９

取
得
し
て
い
る
人
（
平
成　

年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
含
む
）

２３

昭
和　

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
の
資
格
を
有
し
、
平
成　

５１

２２

年
3
月　

日
現
在
で
保
育
園
又
は
幼
稚
園
に
お
い
て
保
育
士
又
は
幼
稚
園
教
諭
と

３１

し
て
通
算
5
年
以
上
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、
そ
の
勤
務
経
験
を
証
明
で
き
る
人

２　

申
し
込
み
方
法

①
提
出
書
類

・
職
員
採
用
試
験
申
込
書
、
履
歴
書
（
市

役
所
総
務
課
に
あ
り
ま
す
）

・
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
又
は
卒
業
見

込
証
明
書
及
び
成
績
証
明
書

・
勤
務
期
間
証
明
書
（
※
保
育
Ｂ
の
み
）

②
申
込
用
紙
の
請
求

　

申
込
用
紙
は
、
市
役
所
総
務
課
に
直
接

請
求
す
る
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
請
求
さ
れ
る
場
合
は
、
封
筒
の
表

に
「
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

返
送
用
と
し
て
角
形
２
号
の
封
筒
に
１
４

０
円
切
手
を
貼
り
、
返
信
先
を
記
載
し
た

も
の
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

３　

受
付
期
間

　

平
成　

年
７
月　

日（
月
）か
ら
８
月
２

２２

１２

日（
月
）ま
で
で
す
。（
郵
送
の
場
合
、
締

切
日
消
印
有
効
）

４　

試
験
日
、
場
所

①
第
一
次
試
験

・
試
験
日　

平
成　

年
９
月　

日 （
日
）

２２

１９

・
場　

所　

東
御
市
役
所

②
第
二
次
試
験（
第
一
次
合
格
者
に
通
知
）

・
試
験
日　

平
成　

年　

月
下
旬

２２

１０

・
場　

所　

東
御
市
役
所

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
窓
口
に
あ
る
受
験

案
内
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

　
　

総
務
課
総
務
係　

�　

－

5
8
7
6

６４
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市
議
会
第
２
回
定
例
会

　
　
　
　

議
案
が
可
決
さ
れ
る

１５

　

市
議
会
第
２
回
定
例
会
が
６
月

３
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
に
は
、
平
成　
２１

年
度
繰
越
明
許
費
及
び
水
道
事
業

・
下
水
道
事
業
に
お
け
る
予
算
繰

越
に
つ
い
て
の
報
告
や
平
成　

年
２１

度
東
御
市
一
般
会
計
及
び
病
院
事

業
会
計
の
補
正
予
算
及
び
条
例
の

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
も
の
、

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

２２

案
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
、
市
が
設
置
し
た
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
、
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て
な
ど
、
計　

件
の
議

１５

案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

個
人
質
問
で
は
、　

名
の
議
員

１２

が
市
政
運
営
に
つ
い
て
細
部
に
わ

た
り
質
問
を
行
っ
た
ほ
か
、　

日
１７

に
は
総
括
質
疑
・
委
員
会
付
託
が

さ
れ
、
総
務
文
教
、
社
会
福
祉
、

産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
お

い
て
、
議
案
・
請
願
及
び
陳
情
等

に
つ
い
て
審
査
と
現
地
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

市
が
提
案
し
た
議
案　

件
は
す

１５

べ
て
原
案
可
決
及
び
承
認
が
さ
れ
、

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
５
件
も
可

決
し
、　

日
に
閉
会
と
な
り
ま
し

２４

た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
８
月
発
行
の
「
市

議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲14日に行われた一般質問

　

私
が
市
政
を
お
預
か
り
し
て
２

年
が
経
過
し
、
合
併
後
の
大
き
な

諸
課
題
に
対
し
て
も
い
よ
い
よ
着

手
す
べ
き
時
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

の
方
向
性
を
見
定
め
る
中
で
、
市

民
感
覚
と
時
代
の
変
化
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
市
政
運
営
の
責

任
者
と
し
て
、
次
の
３
点
を
政
策

展
開
の
柱
に
し
て
市
政
運
営
を
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

第
一
は
、「
社
会
・
経
済
情
勢
へ

の
的
確
な
対
応
」
で
す
。
国
や
県

と
連
携
を
密
接
に
図
り
な
が
ら
、

経
済
支
援
策
や
新
た
な
雇
用
を
創

出
す
る
本
年
度
予
算
の
早
期
に
し

て
円
滑
な
執
行
に
よ
り
、
一
刻
も

早
い
地
域
経
済
の
回
復
に
寄
与
で

き
ま
す
よ
う
に
取
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

第
二
は
、「
後
期
基
本
計
画
の

着
実
な
推
進
」
で
す
。
明
日
を
担

う
人
づ
く
り
や
、
自
然
、
産
業
な

ど
の
魅
力
や
活
力
を
伸
ば
す
行
財

政
運
営
の
指
針
と
な
る
、
後
期
基

本
計
画
を
軌
道
に
乗
せ
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
三
は
、「
地
域
力
・
市
民
力
を

生
か
し
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
で

す
。
小
学
校
区
単
位
に
よ
る
地
域

自
治
組
織
の
活
性
化
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
進

展
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
市
民
力

は
、
明
日
の
市
の
礎
と
な
る
最
大

の
力
で
あ
り
ま
す
。

　

自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
安
定

し
た
財
政
基
盤
の
構
築
を
進
め
、

「
住
み
続
け
た
い
」
と
願
う
ま
ち
、

子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
ま
ち
を
つ

く
る
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
長
招
集
あ
い
さ
つ
（
抜
粋
）

 
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

　

消
防
ポ
ン
プ
操
法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

　

６
月　

日
、
東
御
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
７
回
東
御
市
消
防
ポ

２０

ン
プ
操
法
大
会
、
同
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
天
気
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
開
会
式
で
は
南
部
部
の
掛
川

徹
志
さ
ん
が
「
支
え
ら
れ
た
仲
間
や
家
族
に
感
謝
し
、
全
身
全
霊
を
か

け
て
競
技
し
ま
す
」
と
力
強
く
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。
選
手
の
皆

さ
ん
は
規
律
正
し
く
日
頃
の
成
果
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
（　

チ
ー
ム
）

２４

優　

勝　

田
沢
部

準
優
勝　

本
海
野
部

３　

位　

金
井
部

４　

位　

西
宮
部

５　

位　

姫
子
沢
部

６　

位　

常
田
部

ラ
ッ
パ
吹
奏
団
体
の
部
（
７
チ
ー
ム
）

優　

勝　

第
１
分
団

準
優
勝　

第
４
分
団

３　

位　

第
６
分
団
Ａ

ラ
ッ
パ
吹
奏
個
人
の
部
（　

名
）

２０

優　

勝　

山
浦　

光
喜
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
赤
岩
部
）

準
優
勝　

中
沢　

崇
之
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
栗
林
部
）

３　

位　

小
宮
山　

誠
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
南
部
部
）

４　

位　

恩
田　

諭
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
栗
林
部
）

５　

位　

武
井　

克
道
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
部
部
）

６　

位　

荒
井　

宗
武
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
下
八
部
）
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今
年
は
春
か
ら
天
候
不
順
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
野
菜
の
育
ち

は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
毎
日

欠
か
せ
な
い
野
菜
、
そ
の
出
来
具

合
は
心
配
で
す
ね
。
そ
の
野
菜
で

す
が
、
今
で
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
に

行
く
と
、
年
中
同
じ
も
の
が
並
ん

で
い
ま
す
が
、
野
菜
は
旬
の
も
の

が
一
番
お
い
し
く
て
、
一
番
栄
養

が
あ
り
ま
す
。
今
が
旬
の
野
菜
は

何
で
し
ょ
う
。
地
元
で
と
れ
た
旬

の
野
菜
を
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
。

　

さ
て
、
苦
手
な
野
菜
が
あ
る
と

い
う
お
子
さ
ん
が
多
く
い
る
よ
う

で
す
。
野
菜
に
は
苦
味
が
あ
っ
た

り
し
て
、
本
能
的
に
は
嫌
う
味
で

あ
り
、
生
活
の
中
で
の
学
習
に
よ

っ
て
克
服
し
、
好
き
に
な
る
も
の

で
す
。
学
校
給
食
で
は
、
地
域
で

と
れ
た
野
菜
を
使
い
、「
地
元
の

野
菜
を
使
っ
て
い
る
よ
」
と
子
ど

も
達
に
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
子
ど
も
が
多
く
い
る
そ
う
で

す
。
地
域
と
の
つ
な
が
り
や
、
そ

れ
を
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
す
。
親
子
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

は
、
地
域
の
食
材
に
親
し
み
、
こ

う
し
た
学
習
機
会
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

●
今
年
度
の
ね
ら
い

　

今
年
度
は
、
東
御
市
産
の
野
菜

を
１
人
１
０
０
グ
ラ
ム
以
上
使
用

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
募

集
し
ま
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
一

緒
に
「
料
理
っ
て
楽
し
い
な
」、

「
野
菜
っ
て
お
い
し
い
な
」
と
思

う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
今
月
号
お
知

ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
大
勢

の
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●
昨
年
度

　

コ
ン
テ
ス
ト
の
成
果

　

書
類
審
査
を
通
過
し
た
５
組
の

親
子
が
参
加
し
た
実
演
審
査
会
で

は
、
い
ず
れ
の
親
子
も
会
話
が
弾

み
、
楽
し
そ
う
に
調
理
を
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
同
士
で

情
報
交
換
を
す
る
な
ど
、
楽
し
い

雰
囲
気
の
審
査
会
場
に
な
っ
た
こ

と
が
何
よ
り
の
成
果
だ
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作

品
『
ク
ル
ピ
ッ
ツ
ァ
』
は
学
校
給

食
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
子
供
た

ち
か
ら
は
「
お
か
ら
が
入
っ
て
い

る
と
は
思
え
な
い
。お
い
し
い
」と

の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
食
生
活

の
洋
風
化
で
お
か
ら
は
普
段
食
卓

に
上
が
る
頻
度
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
、

少
し
ず
つ
新
し
い「
と
う
み
の
味
」

が
広
ま
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
多

く
の
人
が
食
に
関
心
を
持
つ
き
っ

か
け
に
な
る
よ
う
食
に
よ
る
地
域

づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

健
康
保
健
課
保
健
係

　
　

�　

－

８
８
８
２

６４

　

昨
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀

賞
と
な
っ
た
青
木
至
人
君
か
ら
、

感
激
の
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

「
僕
が
優
勝
し
た
の
で
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
い
つ
も
弟
や
妹
に
お

や
つ
を
作
っ
た
り
、
作
っ
た
お
菓

子
を
い
ろ
い
ろ
な
人
に
食
べ
て
も

ら
う
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

作
る
と
こ
ろ
を
見
て
も
ら
え
た
り
、

お
い
し
い
と
食
べ
て
い
た
だ
け
て
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
発
表

の
後
、
審
査
員
の
藤
木
シ
ェ
フ
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
け
た

こ
と
も
感
激
し
ま
し
た
。」

▲クルピッツァ
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野
荒
し
に
ご
用
心
！

　

今
年
か
ら
私
も
野
菜
作
り
を
手
掛
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
気
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
収
穫
直
前
の
野

菜
や
野
菜
の
苗
、
袋
入
り
の
肥
料
な
ど
が

大
量
に
盗
ま
れ
る
「
野
荒
し
」
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
悲
し
い
こ
と
で
す
が
、

今
後
も
同
様
な
野
荒
し
の
被
害
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

　

盗
難
防
止
の
対
策
と
し
て
、「
野
菜
な

ど
を
盗
む
こ
と
は
犯
罪
で
す
」「
野
菜
ド
ロ

ボ
ー
は
や
め
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
立
て

看
板
を
出
す
だ
け
で
も
、
こ
う
し
た
犯
罪

の
抑
止
力
が
あ
り
ま
す
。
更
に
、
人
が
近

第 1 3話　子育てにまわりの理解
男女共同参画プラン推進委員会  

づ
く
と
「
音
が
鳴
る
」「
点
灯
す
る
」
な
ど

市
販
の
防
犯
機
器
の
設
置
も
効
果
的
で
す

の
で
、
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

野
荒
し
の
心
無
い
犯
罪
は
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
汗
水
流
し
、
丹
精
込
め
て
育
て
た

野
菜
が
盗
ま
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

●
東
御
市
警
部
交
番

　
　

�　

－

０
１
０
４

６２

　

●
市
民
課
生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

　

●
農
林
課
農
政
係

　
　

�　
－

５
８
９
４

６４

～ 『緑の募金』 へご協力
　ありがとうございました。～
　市民の皆さまには、『平成22年度緑の募金』に多大なご協力をいただ

きありがとうございました。

　皆さまの篤志は、合計で

　　　　　 1,069,934円 
　　　　となりましたことをご報告します。
　この募金は、市内の環境を緑化したり、ボランティア活動等を支援

して「心も緑も豊な郷土づくり」に大切に役立てさせていただきます。

●問い合わせ先　農林課耕地林務係　�64－5894

 
お
わ
び
と
訂
正

　

市
報
と
う
み
４
月
号
の
内
容
に
一
部
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

８
ペ
ー
ジ
、
平
成　

年
度
東
御
市
役
所

２２

の
組
織
一
覧

　

上
下
水
道
局
長
兼
企
業
出
納
員
を
上
下

水
道
局
長
に
、
上
下
水
道
課
長
を
上
下
水

道
課
長
兼
企
業
出
納
員
に
訂
正
し
て
、
訂

お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
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今
月
は
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
月
間
で
す
。
ま
ず
は
、
青

少
年
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
長
野
県
警
発
表
の
『
H　

年
21

少
年
補
導
の
概
況
』
か
ら
青
少
年
の
非
行
の
状
況
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

●●●●●●●●●●
県県県県県県県県県県
内内内内内内内内内内
青青青青青青青青青青
少少少少少少少少少少
年年年年年年年年年年
のののののののののの
非非非非非非非非非非
行行行行行行行行行行
のののののののののの
概概概概概概概概概概
況況況況況況況況況況

 
●
県
内
青
少
年
の
非
行
の
概
況

◇
非
行
少
年
が

　

増
加
し
て
い
ま
す
！

　

３
年
連
続
で
刑
法
犯
少
年
や
触

法
少
年
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
刑

法
犯
少
年
と
は
、　

歳
以
上　

歳

１４

２０

未
満
で
罪
を
犯
し
た
少
年
で
、
H

　

年
は
H　

年
よ
り
1
3
9
人
、

２１

２０

　

％
の
増
加
で
す
。
ま
た
、
触
法

１０少
年
と
は
、　

歳
未
満
で
刑
法
に

１４

触
れ
る
行
為
を
し
た
少
年
で
、
刑

法
犯
少
年
と
同
様
に
1
3
4
人
、

　

・
6
％
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

５８
　

ま
た
、
成
人
を
含
む
刑
法
犯
総

数
の
中
で
少
年
の
占
め
る
割
合
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

◇
非
行
の
低
年
齢
化

　

刑
法
犯
少
年
を
年
齢
別
に
み
る

と
、
H　

年
・　

年
と
も
に
1
位

２０

２１

が　

歳
、
2
位
が　

歳
で
、
ほ
と

１６

１５

ん
ど
の
年
齢
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
H　

年
の　

歳
で
は
、
前
年

２１

１４

よ
り　

人
、　

・
４
％
と
増
加
率

４４

２５

は
1
番
で
す
。

　

刑
法
犯
少
年
の
学
識
別
で
は
、

1
位
が
高
校
生
、
2
位
が
中
学
生

で
す
。
中
学
生
の
増
加
率
が
最
も

多
く
、
義
務
教
育
の
子
ど
も
た
ち

の
非
行
増
加
が
顕
著
で
す
。

◇
万
引
き
が

　
　

増
え
て
い
ま
す

　

「
万
引
き
」「
オ
ー
ト
バ
イ
盗
」

「
自
転
車
盗
」「
占
有
離
脱
横
領

※
」
は
初
発
型
非
行
と
呼
ば
れ
、

犯
罪
の
入
り
口
と
さ
れ
青
少
年
が

犯
し
や
す
い
犯
罪
で
す
。
H　

年
２１

は
万
引
き
の
増
加
が
顕
著
で
、
低

年
齢
化
が
進
み
、
特
に　

歳
の
万

１３

引
き
補
導
は
倍
増
し
て
い
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
漂
流
物
そ
の
他
占
有
を
離
れ
た

他
人
の
物
を
横
領
す
る
こ
と

（
例
：
乗
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
自

転
車
を
勝
手
に
使
用
す
る
こ
と
）
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とうみ

◇
非
行
の
動
機

　

刑
法
犯
少
年
・
触
法
少
年
の
非

行
の
動
機
を
見
る
と
、「
対
象
物

自
体
の
所
有
・
消
費
目
的
」
が
一

番
多
く
、
そ
の
他
に
「
憤
怒
」「
遊

興
費
充
当
」「
遊
び
・
好
奇
心
ス
リ

ル
」と
な
っ
て
い
ま
す
。「
物
が
欲

し
い
と
い
う
欲
求
」、「
怒
り
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
」、「
遊
ぶ

お
金
欲
し
さ
」、「
ゲ
ー
ム
感
覚
」

な
ど
、
い
ず
れ
も
個
人
の
欲
望
の

ま
ま
に
行
動
し
て
い
る
様
子
が
伺

え
ま
す
。

●
愛
の
ひ
と
声
運
動

◇
非
行
防
止
は
、
あ
た
た
か
い
家

　

庭
か
ら
始
ま
り
ま
す

　

家
族
の
団
ら
ん
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
家
族
の
絆
が
子
ど

も
た
ち
の
心
を
安
定
さ
せ
ま
す
。

家
族
の
笑
顔
、
子
ど
も
の
笑
顔
あ

ふ
れ
る
家
庭
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

◇
非
行
防
止
は
、
あ
た
た
か
な
地

　

域
の
声
か
け
か
ら
始
ま
り
ま
す

　

地
域
の
中
で
、
行
き
交
う
青
少

年
に「
お
は
よ
う
」「
お
か
え
り
」と

愛
の
声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。
特

に
お
店
や
駅
な
ど
の
青
少
年
が
多

く
集
ま
る
場
所
で
は
積
極
的
に
声

か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。
無
関
心
は

非
行
を
助
長
さ
せ
ま
す
。
多
く
の

人
の
目
や
声
か
け
、
見
守
り
が
、

青
少
年
を
非
行
か
ら
遠
ざ
け
ま
す
。

地
域
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
と

し
て
子
ど
も
た
ち
を
育
成
し
、
行

き
交
う
人
々
の
笑
顔
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
社
会
環
境

　

チ
ェ
ッ
ク
活
動

◇
非
行
防
止
は
、
社
会
の
環
境
整

　

備
か
ら
始
ま
り
ま
す

　

自
転
車
置
き
場
や
駅
、
公
園
な

ど
子
ど
も
た
ち
の
集
ま
る
場
所
を

き
れ
い
に
し
犯
罪
の
未
然
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
階
段
や
建
物
の

影
、
駐
車
場
の
隅
な
ど
死
角
に
な

り
や
す
い
と
こ
ろ
、
ゴ
ミ
が
捨
て

 
東
御
市
が
進
め
る

青青青青青青青青青青
少少少少少少少少少少
年年年年年年年年年年
健健健健健健健健健健
全全全全全全全全全全
育育育育育育育育育育
成成成成成成成成成成

 
青
少
年
健
全
育
成

強強強強強強強強強強
調調調調調調調調調調
月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間
のののののののののの
取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組
みみみみみみみみみみ

　
　

強
調
月
間
の
取
り
組
み

　
　

〜
非
行
防
止
は
明
る
い
笑
顔
と
あ
い
さ
つ
か
ら
〜

ら
れ
る
場
所
な
ど
特
に
目
を
配
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
店
舗

な
ど
で
は
、
商
品
の
陳
列
に
気
を

付
け
た
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
な
ど
死
角
を
作
ら
な
い
よ
う

に
し
、
万
引
き
し
に
く
い
配
慮
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

明
る
い
笑
顔
と
あ
い
さ
つ
の
あ

ふ
れ
る
ま
ち
、
き
れ
い
に
環
境
整

備
さ
れ
た
ま
ち
は
、
地
域
の
安
全

安
心
や
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ

な
が
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の
気

配
り
、
目
配
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
心
配
な
行

動
が
う
か
が
え
る
と
き
は
、
早
め

に
青
少
年
補
導
委
員
や
学
校
に
相

談
し
、
犯
罪
の
未
然
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

生
涯
学
習
課

　
　

青
少
年
男
女
共
生
係

　
　

�　

－

5
9
0
6

６４

▲通学時間に合わせた街頭啓発活動 （田中駅）



12（２０１０年７月）

誕生日おめでとう！（ 7 月生まれ）

 飯  島 　 琉  生 くん （大石）
いい じま る い

（１歳、H２１．７．１０生）

　琉生、１歳のお誕生日おめでとう�元

気いっぱい、いたずら大好き�いつもそ

の笑顔でいてね�＾v＾

 浅  沼 　 風  花 ちゃん （加沢）
あさ ぬま ふう か

（１歳、H２１．７．２４生）

　�風花、お誕生日おめでとう�いつも

ニコニコちゅらさんな風花が大好き。こ

れからもすくすく元気に育ってネ。

 竹 
たけ

 内 　
うち

 日和 ちゃん （栗林）
ひより

（１歳、H２１．７．８生）

　ひよ１歳おめでとう。これからも元気

いっぱい、笑顔いっぱい、夢いっぱいで

大きくなあれ�

 依  田 　 幸  之  助 くん （加沢）
よ だ こう の すけ

（１歳、H２１．７．１５生）

　幸ちゃん初めてのお誕生日おめでとう

�幸ちゃんが生まれて、パパとママは毎

日がとても幸せです。元気で大きくなっ

てね�

 山  岸 　 渓  太 くん （左）
やま ぎし けい た

　　　 稜 
りょう

 太 くん （右）（海善寺）
た

（１歳、H２１．７．２生）

　渓太、稜太、１歳の誕生日おめで

とう�パパとママは君達の事が大好

きだよ。２人に幸せな未来がきます

ように。

 神  津 　 実  朋 くん （片羽）
こう づ み とも

 （１歳、H２１．７．２８生）

　みーくんお誕生日おめでとう。にいに

のやる事にとても興味のあるみーくん。

早く一緒に遊べるといいね。

 竹  内 　 優  太 くん （常田）
たけ うち ゆう た

（２歳、H２０．７．９生）

　２歳のお誕生日オメデトウ！お祭大好

きな優太くん。何でも太鼓にしちゃうの

やめてね。でも、そんな元気いっぱいの

優太がかわいくて、たまらん�

 岩  下 　 結  彩 ちゃん（加沢）
いわ した ゆ あ

（２歳、H２０．７．１０生）

　音楽に合わせて歌ったり、踊ったりす

るのが大好きなハイテンションガール�

�これからもお友達を大切にいつまでも

元気な結彩でいてね�お誕生日おめでと

う�

 横  山 　 陽葵 ちゃん （伊勢原）
よこ やま ひまり

（１歳、H２１．７．２９生）

　ひまりの成長に毎日が一喜一憂です。

幸せをありがとう。これからも元気に明

るく、すくすく大きくなってね。

 矢  沢 　 健  吾 くん （睦）
や ざわ けん ご

（２歳、H２０．７．９生）

　健吾�２歳のお誕生日おめでとう�ま

だまだ甘えん坊だけれど、４月に春輝が

生まれてからは、少しずつお兄ちゃんら

しくなってきたね。健吾の笑顔が大好き

です。たくさんの「いいお顔」を見せて

ネ。元気にいっぱい大きくなあれ�

 高  村 　
たか むら

 涼 
りょう

 聖 くん （加沢）
せい

（２歳、H２０．７．４生）

　今まで、いろいろな事ができるように

なり、お話も少しずつできるようになり

ました。毎日の成長が楽しみです。笑顔

の素敵な優しい男の子になってね！

 川  口 　 陽  斗 くん （左）
かわ ぐち はる と

　　　 葵 くん （右）（乙女平）
あおい

 （２歳、H２０．７．１５生）

　はるくん☆あおくん、２歳のお

誕生日おめでとう�かわいい笑顔

の２人が揃うと癒されます��元

気でたくましい子になってね�
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とうみ

☆募集します!!☆　（対象者８月生まれの３歳まで）
　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企画課
広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承く
ださい。　締め切りは、７月９日 （金） 必着。

まで焼き付けるように炒める。さら

にＢの酒を加えて煮立てる。

④Ｃの調味料を加え、再び煮立ったら

中火にして落としぶたををし、時々

上下を返しながら２５～３０分間煮る。

汁気が無くなったら出来上がり。

 皮付きの新じゃがで作る

新新新新新新新新新新じじじじじじじじじじゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃががががががががががとととととととととと手手手手手手手手手手羽羽羽羽羽羽羽羽羽羽先先先先先先先先先先のののののののののの煮煮煮煮煮煮煮煮煮煮物物物物物物物物物物新じゃがと手羽先の煮物
●材料（６人分）
　新じゃがいも ………………… ７００ｇ

　鶏手羽先 ………………………… ６本

　　酒 ………………………… 大さじ１

　　しょうゆ ………………… 大さじ１

　　ごま油 …………………… 大さじ２

　　酒 ………………………… 大さじ３

　　だし ……………………… カップ２

　　砂糖 ……………………… 大さじ３

　　みりん …………………… 大さじ２

　　しょうゆ ………………… 大さじ３

● 作り方
①新じゃがいもは皮をつけたまま洗い、

水気をよく切って一口大に切る。

②鶏手羽先は、関節から先を切り落と

し斜めに切れ目を入れ、Ａの調味料

をからめて１５分ほどおく。

③中華なべを熱して、Ｂのごま油をな

じませ、じゃがいもを中火でじっく

りと炒める。こんがりとしてきたら

手羽先の汁気を拭いて加え、色付く

�

Ａ｛
Ｂ｛

�

Ｃ�

�

 土  屋 　　 羚 くん （加沢）
つち や れい

（２歳、H２０．７．２６生）

　羚君、２歳のお誕生日おめでとう�羚

君のとびきりな笑顔で毎日パパとママは

元気をもらっています。元気に育ってく

れて本当にありがとう�

 清  水 　 美  咲 ちゃん （睦）
し みず み さき

（３歳、H１９．７．１４生）

　みーたん、３歳おめでとう！歌や踊り

が上手になったネ☆みんなを癒してくれ

てありがとう！元気で優しい子に育って

ね�

 中 
なか

 嶋 　
じま

 心 
み

 咲 ちゃん （大石）
さき

（２歳、H２０．７．２４生）

　お砂遊びが大好きな心咲ちゃん、最近

はお話も上手になってきて毎日楽しいね。

２歳のお誕生日おめでとう！

 西  澤 　　 空 ちゃん （金井）
にし ざわ そら

（３歳、H１９．７．８生）

　最近すっかりお姉ちゃんらしくなって、

お父さんもお母さんも、とっても助かっ

ているよ！いつもいつもお手伝いありが

とう。

 古  越 　　
ふる こし

 翼 くん （大石）
つばさ

（２歳、H２０．７．１６生）

　お誕生日おめでとう！歌と砂遊びが大

好き♪弟の翔ちゃんに優しいお兄ちゃん。

キャプテン翼の成長を楽しみにしている

よ！

 為  谷 　 駿  斗 くん （田中）
ため がい はや と

 （３歳、H１９．７．１５生）

　はっくん、３歳おめでとう�にーに大

好きなはっくん。早く大きくなってほし

いなあ。

 倉  島 　 志  温 くん （常田）
くら しま し おん

（３歳、H１９．７．１６生）

　お誕生日おめでとう。しっかりとした

「志」と「温」かな心を持った人に元気

いっぱいで成長してくれる事が、父と母

の願いです。

 久  保  田 　
く ぼ た

 玲 
りょう

 叶 ちゃん （城ノ前）
か

（３歳、H１９．７．１８生）

　玲ちゃん、３歳のお誕生日おめでとう

�いつも、ママのお手伝いをたくさんし

てくれてありがとう�これからも雄くん

と仲良く、元気で優しい子に育ってね�
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仲
間
と
の

　
　
　

最
高
の
思
い
出

  　
　
　
　

東
部
中
学
校
三
年

　
 
荒  
井 　
 
香  
澄 　

あ
ら 

い 

か 

す
み

　

私
た
ち
三
年
生
は
、
四
月
十
三

日
か
ら
三
日
間
、
京
都
・
奈
良
へ

修
学
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
三
日

間
の
思
い
出
は
書
き
き
れ
な
い
程

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
一
番

思
い
出
が
つ
ま
っ
て
い
る
の
は
、

二
日
目
の
班
別
タ
ク
シ
ー
見
学
で

す
。

　

私
の
班
は
、
ク
ラ
ス
で
一
番
多

い
十
一
ヶ
所
を
回
り
ま
し
た
。
東

寺
で
は
、
五
重
塔
や
日
光
・
月
光

　 
修
学
旅
行
の
思
い
出

　
　
　
　

田
中
小
学
校
六
年

　
　
 
大  
久  
保 　
 
里  
咲 　

お
お 

く 

ぼ 

り 

さ

　

修
学
旅
行
で
一
番
楽
し
か
っ
た

こ
と
は
、
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ

ス
で
す
。
そ
の
中
で
も
サ
ー
フ
コ

ー
ス
タ
ー
に
乗
っ
た
こ
と
が
楽
し

か
っ
た
で
す
。
最
初
は
、
と
て
も

こ
わ
く
て
乗
ろ
う
か
迷
っ
た
け
れ

ど
、
乗
っ
て
み
る
と
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。
二
回
も
乗
り
ま

し
た
。

　

他
に
も
鎌
倉
や
東
京
に
行
き
ま

し
た
。
と
て
も
楽
し
い
思
い
出
に

残
る
修
学
旅
行
で
し
た
。

　 
修
学
旅
行
の
思
い
出

　
　
　
　

田
中
小
学
校
六
年

　
　
 
竹  
内 　
 
梨  
紗 　

た
け 
う
ち 

り 

さ

　

修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

勉
強
に
な
っ
た
こ
と
は
、
鶴
岡
八

幡
宮
と
鎌
倉
の
大
仏
を
見
た
こ
と

で
す
。
大
仏
は
、
教
科
書
や
写
真

で
見
る
よ
り
も
大
き
く
て
す
ご
く

迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
二

月
に
倒
れ
て
し
ま
っ
た
大
銀
杏
の

　

毎
年
６
月
上
旬
は
、
花
植
え
交

流
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

６
月
２
日
、
好
天
気
の
中
、
地
元

の
老
人
会
の
み
な
さ
ん
を
お
呼
び

し
開
催
し
ま
し
た
。
６
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
担
当
す
る
花
壇
に
サ
ル

ビ
ア
・
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
・
朝
顔

の
苗
を
植
え
な
が
ら
、「
私
は
金

井
、
僕
は
乙
女
平
」
な
ど
住
所
を

教
え
あ
う
な
ど
楽
し
い
会
話
が
弾

み
ま
し
た
。

　

今
年
は
花
の
ほ
か
、
園
の
畑
に

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

の
苗
も
一
緒
に
植
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
畑
の
事
な
ら
、
オ
レ

に
任
し
て
お
き
な
」
と
い
う
老
人

会
の
皆
様
か
ら
た
の
も
し
い
言
葉

が
聞
か
れ
、
子
ど
も
達
も
何
回
も

水
を
汲
み
に
走
り
、
は
り
き
る
姿

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

花
や
苗
を
育
て
る
こ
と
通
し
、
優

し
い
気
持
ち
が
育

つ
こ
と
を
願
い
な

が
ら
一
緒
に
水
や

り
や
花
壇
・
畑
の

管
理
を
し
、
大
切

に
育
て
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
綺
麗
に
花

が
咲
い
た
こ
ろ
花

見
交
流
会
を
計
画
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

作
業
の
あ
と
は
、
遊
戯
室
で
老

人
会
の
皆
さ
ん
へ「
あ
り
が
と
う
」

の
気
持
ち
を
こ
め
て
、
肩
た
た
き

を
し
た
り
昔
話
の
歌
を
聴
い
て
も

ら
い
ま
し
た
。
一
緒
に
口
ず
さ
む

皆
様
も
い
て
和
や
か
に
交
流
が
で

き
ま
し
た
。

▲ 「きれいな花が咲きますように」

木
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

ず
っ
と
鶴
岡
八
幡
宮
を
見
守
っ
て

い
た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
二

日
間
の
修
学
旅
行
は
、
思
い
出
が

た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

菩
薩
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
迫
力
に
ア
然
と
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
次
に
訪
れ
た
清
水
寺
で

は
、
も
う
こ
れ
で
も
か
と
言
う
程
、

恋
愛
成
就
を
お
願
い
し
、
学
業
祈

願
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
清
水
寺
で
は
、
お
土
産
を

買
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
思
い
出

が
増
え
ま
し
た
。
お
昼
は
班
で
事

前
に
下
調
べ
を
し
た
、
京
都
で
有

名
な
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
に
行
き
ま

し
た
。
め
ん
好
き
な
私
に
と
っ
て
、

有
名
店
で
の
味
は
最
高
で
し
た
。

私
が
最
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
新

京
極
と
京
都
タ
ワ
ー
に
は
、
残
念

な
が
ら
時
間
が
な
く
て
行
け
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
次
の
楽
し
み
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
や

学
ん
だ
こ
と
を
胸
に
、
も
う
一
度

自
分
で
京
都
に
出
か
け
、
自
分
の

世
界
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

▲大迫力の大仏の前で

▲ 「恋愛成就しますように」

▲今年は畑にも挑戦
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とうみ

　

４
月　

日
〜
５
月
５
日
、
文
化

２７

会
館
で
展
覧
会
「
ア
ラ
カ
ン
世
代

に
贈
る
大
人
の
絵
本
１
０
０
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
展

示
さ
れ
た
絵
本　

冊
を
Ｊ
s
文
化

４６

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
小
原
謙
一
代
表
）

よ
り
、
市
立
図
書
館
に
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
人
も
楽
し

め
る
国
内
外
の
絵
本
が
揃
っ
て
い

ま
す
。
図
書
館
で
、
ま
た
は
、
ご

自
宅
で
ゆ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
７
月
と
８
月
、
図
書
館

で
は
児
童
・
生
徒
の
夏
休
み
に
あ

わ
せ
て
、
課
題
図
書
や
自
由
研
究

の
た
め
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

ま
す
の
で
、
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
新
着
本
案
内
◆

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

お
は
な
し
た
ま
ご
に
よ
る

７
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

７
月　

日 （
土
）

１７

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階

　
　
　
　

読
書
会
室

�
内
容

　

テ
ー
マ
�
い
ろ
ん
な
か
た
ち
�

〈
第
一
部
〉
お
は
な
し

　

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　
　

「
ま
る　

さ
ん
か
く　

し
か
く
」

　

読
み
と
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

　
　

「
ま
る
ま
る
」「
あ
お
く
ん
と
き

い
ろ
ち
ゃ
ん
」
他

　

大
型
紙
芝
居
「
お
お
き
く　

お
お

き
く　

お
お
き
く
な
あ
れ
」

　

語
り
「
あ
な
の
は
な
し
」

◆
行

事

予

定
◆

図
書
館
だ
よ
り

7月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

321

109876�4

1716151413�11

24232221��18

31�292827�25

◆
一
般
書

�
楽
し
い
！
日
帰
り
山
歩
き
入
門　

　

〜
は
じ
め
て
で
も
安
心
！
〜

　
　
　
　
　
 
…
…
神
崎　

忠
男
・
著

�
平
城
京
の
仏
た
ち

　
　
　
　
　
 
…
…
金
子　

啓
明
・
編

�
不
等
辺
三
角
形

　
　
　
　
　
 
…
…
内
田　

康
夫
・
編

�
パ
ス
タ
マ
シ
ー
ン
の
幽
霊

　
　
　
　
　
 
…
…
川
上　

弘
美
・
著

�
子
宮
、
応
答
せ
よ
。

　

筋
腫
警
報
発
令
中

　
　
　
　
　
 
…
…
得
能　

史
子
・
著

◆
児
童
書

� 
盗
ま
れ
た
コ
カ
・
コ
ー
ラ
伝
説

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
フ
ォ
ー
ク
ナ
ー
・
作

�
ジ
ャ
レ
ッ
ト
と
バ
ラ
の
谷
の
魔
女

　
　

（
魔
法
の
庭
も
の
が
た
り
７
）

　
　
　
 
…
あ
ん
び
る　

や
す
こ
・
作

�
徳
田
さ
ん
ち
の
お
ば
け
一
家

　
　
　
　
　
 
…
ね
じ
め　

正
一
・
作

�
な
に
わ
く
い
し
ん
ぼ
う
く
ら
ぶ

　
　
　
　
 
…
…
土
橋　

と
し
子
・
作

�
石
の
き
も
ち
（
こ
の
星
の
上
で
）

　
　
　
　
　
 
…
…
村
上　

康
成
・
作

東
御
市
立
図
書
館　

�　

－

５
８
８
６

６４

小
学
校
低
学
年
の
部
（
１
・
2
年
生
）

�
ミ
リ
ー
の
す
て
き
な
ぼ
う
し

き
た
む
ら
さ
と
し：

作

B
L
出
版

�
と
っ
て
お
き
の
詩村

上
し
い
こ：

作

市
居
み
か：

絵

P
H
P
研
究
所

�
む
ね
と
ん
と
ん

さ
え
ぐ
さ
ひ
ろ
こ：

作

松
成
真
理
子：

絵

小
峰
出
版

�
い
じ
わ
る
な
な
い
し
ょ
オ
バ
ケ

テ
ィ
エ
リ
ー
・
ロ
ブ
レ
ヒ
ト：

作

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ホ
ー
セ
ン
ス：

絵

文
渓
堂

小
学
校
中
学
年
の
部
（
３
・
４
年
生
）

�
こ
ぶ
と
り
た
ろ
う

た
か
ど
の
ほ
う
こ：

作

杉
浦
範
茂：

絵

童
心
社

�
点
子
ち
ゃ
ん

野
田
道
子：

作

太
田
朋：

絵

毎
日
新
聞
社

�
と
も
だ
ち
の
し
る
し
だ
よ

カ
レ
ン
・
リ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、

カ
ー
ド
ラ
・
モ
ハ
メ
ッ
ド：

作

ダ
ー
グ
・
チ
ャ
ー
カ：
絵

岩
崎
書
店

�
や
ん
ち
ゃ
子
グ
マ
が
や
っ
て
き

　

た
！　

森
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

あ
ん
ず
ゆ
き：

文

フ
レ
ー
ベ
ル
館

小
学
校
高
学
年
の
部
（
５
・
６
年
生
）

�
す
み
鬼
に
げ
た

岩
城
範
枝：

作

松
村
公
嗣：

絵

福
音
館
書
店

�
建
具
職
人
の
千
太
郎岩

崎
京
子：

作

田
代
三
善：

絵

く
も
ん
出
版

�
リ
キ
シ
ャ
★
ガ
ー
ル

ミ
タ
リ
・
パ
ー
キ
ン
ス：

作

ジ
ェ
イ
ミ
ー
・
ホ
ー
ガ
ン：

絵

鈴
木
出
版

�
海
は
生
き
て
い
る

富
山
和
子：

著

講
談
社

中
学
校
の
部

�
明
日
に
つ
づ
く
リ
ズ
ム

八
束
澄
子：

著

ポ
プ
ラ
社

�
ビ
ー
バ
ー
族
の
し
る
し

エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
ピ
ア：

著

あ
す
な
ろ
書
房

�
奇
跡
の
プ
レ
イ
ボ
ー
ル

　

元
兵
士
た
ち
の
日
米
野
球

大
社
充：

著

金
の
星
社

高
等
学
校
の
部

�
風
を
つ
か
ま
え
て

高
嶋
哲
夫：

著

日
本
放
送
出
版
協
会

�
ハ
サ
ウ
ェ
イ
・
ジ
ョ
ウ
ン
ズ
の
恋

カ
テ
ィ
ア
・
ベ
ー
レ
ン
ス：
著

白
水
社

�
イ
ン
パ
ラ
の
朝　

ユ
ー
ラ
シ
ア
・

　
　
　
　

ア
フ
リ
カ
大
陸
6
8
4
日

中
村
安
希：

著

集
英
社

ここここここここここ
のののののののののの
夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
はははははははははは
読読読読読読読読読読
書書書書書書書書書書
感感感感感感感感感感
想想想想想想想想想想
文文文文文文文文文文
をををををををををを
書書書書書書書書書書
いいいいいいいいいい
てててててててててて
みみみみみみみみみみ
よよよよよよよよよよ
うううううううううう

 
こ
の
夏
は
読
書
感
想
文
を
書
い
て
み
よ
う

　

青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
児
童
・
生
徒
な
ど
が
本
に
親
し
む
こ
と
を
目
的

に
、
1
9
5
5
年
に
始
ま
り
、
今
年
で　

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
月

５６

は
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
図
書
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も

読
書
感
想
文
を
書
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
応
募
要
項
な
ど
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
第
二
部
〉

　

工
作　

作
っ
て
遊
ぼ
う

�
対
象　

就
学
前
の
お
子
さ
ん

７
月
９
日 （
金
） は
、お
は
な
し
会
が

あ
り
ま
す

�
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん
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『
消
費
生
活
ガ
イ
ド
』

  
長
年
使
っ
て
い
る
扇
風
機
は
、

　
　
　

注
意
が
必
要
で
す
！

　

蒸
し
暑
い
時
期
を
迎
え
、
ま
た
本
格
的

な
夏
を
前
に
扇
風
機
を
用
意
す
る
ご
家
庭

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
長
年
使

用
し
た
扇
風
機
は
、
重
大
な
事
故
原
因
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

長
期
間
の
使
用
に
よ
り
絶
縁
劣
化
を
起
こ

し
、
温
度
が
異
常
に
上
昇
し
た
コ
ン
デ
ン

サ
ー
が
可
燃
性
ガ
ス
を
噴
出
し
、
そ
の
ガ

ス
が
発
火
し
て
モ
ー
タ
ー
部
の
樹
脂
製
カ

バ
ー
に
着
火
し
て
火
災
を
お
こ
し
た
事
故

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
全
に
使
用
す
る
た
め
に
、
次
の
項
目

で
１
つ
で
も
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
す
ぐ

に
使
用
を
止
め
、
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
、

販
売
店
や
メ
ー
カ
ー
な
ど
へ
連
絡
し
て
、

修
理
等
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

    
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

□
モ
ー
タ
ー
か
ら
異
常
音
が
す
る

□
焦
げ
く
さ
い
い
に
お
い
が
す
る

□
羽
根
の
回
転
が
遅
い

□
回
転
が
ぶ
れ
る

□
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
羽
根
が
回
ら
な

い

　

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
困
っ
た

時
に
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

『
貸
金
業
法
』
が

　
　

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た

　

借
り
過
ぎ
、
貸
し
過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
、

こ
の
６
月　

日
に
貸
金
業
法
が
大
き
く
変

１８

わ
り
ま
し
た
。

〈
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
〉

�
年
収
の
3
分
の
1
を
超
え
る
額
の
新
規

借
り
入
れ
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

�
借
り
入
れ
の
時
に
は
、
基
本
的
に
「
年

収
を
証
明
す
る
書
類
」
が
必
要
で
す
。

�
法
律
上
の
上
限
金
利
が　

・
2
％
か
ら
、

２９

借
り
入
れ
金
額
に
応
じ
て　

％
〜　

％

１８

２０

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ヤ
ミ
金
融
か
ら
は
絶
対
に
借
り

　

な
い
で
！

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
早
目
の
ご
相

　

談
を
！

　

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

�　

－

８
５
１
７

２７

　
　

市
民
課
生
活
環
境
係

　
　

�　

－

５
８
９
６

６４

　

毎
年
、
各
地
区
で
人
権
啓
発
学
習
会
が

持
た
れ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
よ
り
２
年
に

わ
た
り
、
市
内
全
地
区
で
ビ
デ
オ
「
ぬ
く

も
り
の
彩
（
い
ろ
）」
を
も
と
に
高
齢
者
問

題
や
同
和
問
題
を
話
し
あ
い
ま
し
た
。
学

習
会
で
は
、
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
こ

と
の
苦
労
話
し
や
無
理
の
無
い
よ
う
に
す

る
こ
と
で
、
や
さ
し
い
関
係
が
保
た
れ
る

と
い
っ
た
工
夫
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
同
和

問
題
に
お
い
て
は
、「
こ
の
問
題
は
な
か

な
か
無
く
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。」と

か
「
改
善
は
さ
れ
て
い
る
が
ま
だ
問
題
は

あ
る
の
で
、
学
習
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。」な
ど
の
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

過
去
約　

年
の
努
力
で
、
部
落
差
別
の

４０

不
当
性
に
つ
い
て
は
市
民
の
理
解
が
進
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
東
御
市
の
意
識

調
査
で
も
結
婚
問
題
に
お
い
て
、
な
お
差

別
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
人
が
多
く
い
ま

す
。
学
習
会
で
次
の
よ
う
な
こ
と
を
話
し

て
く
れ
た
人
が
い
ま
し
た
。「
私
が
出
席

し
た
学
校
の
研
修
会
で
『
皆
さ
ん
は
被
差

別
部
落
の
人
と
の
結
婚
を
許
し
ま
す
か
』

と
問
わ
れ
、
し
み
じ
み
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
当
事
者
と
し
て
参
加
し
、
質
問
し

た
方
は
ど
ん
な
思
い
で
研
修
会
に
出
て
き

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
と
、
こ
の
思

い
を
し
っ
か
り
受
け
と
め
て
考
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
そ
し
て
、
無
関
心
は
罪
な

こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。」　

こ
の
発
言
を

聞
き
こ
の
よ
う
な
感
想
は
、
研
修
会
や
学

習
会
に
出
席
す
る
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
も

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
解
消
す
る
た

め
に
は
、
思
い
を
語
り
合
い
、
そ
の
中
で

本
当
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
変
化
す
る
そ
の
時
々

の
状
況
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
同

和
問
題
に
お
い
て
も
、
現
状
を
知
る
機
会

が
少
な
い
の
で
学
び
の
場
に
し
た
い
も
の

で
す
。
普
段
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
ゆ
っ

く
り
近
所
の
皆
さ
ん
と
語
る
こ
と
は
少
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
政
治
や
経
済
、
教
育

と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
大
き
な
転
換
期
に
あ

る
の
で
、
地
区
の
学
習
会
で
は
こ
れ
を
機

に
、
介
護
の
問
題
、
子
ど
も
の
問
題
、
地

区
の
抱
え
る
問
題
な
ど
を
率
直
に
語
り
合

い
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
学
習

会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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か
ら
な
い
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の

か
、
ど
う
い
う
団
体
が
あ
る
の
か
、
そ
の

悩
み
を
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
生
活
が
少

し
で
も
豊
か
に
な
る
よ
う
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
の
他
に
も
小
海
町
保
健
師
井
出
弘
枝

先
生
、
温
泉
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
笹
本

和
宏
先
生
か
ら
大
変
貴
重
な
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

現
代
は
、
健
常
者
中
心
の
社
会
で
あ
り
、

障
が
い
者
自
身
や
保
護
者
、
関
係
者
が
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
知
ら
ず
、
何

処
で
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
、
ど
ん
な
こ

と
が
相
談
で
き
る
の
か
も
分
か
ら
な
い
現

状
で
す
。
私
た
ち
が
当
た
り
前
に
過
ご
し

て
い
る
社
会
の
中
で
、
障
が
い
の
あ
る
方

の
現
状
を
知
ら
な
い
こ
と
が
、
実
は
１
番

の
バ
リ
ア
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
ま
ず
は
そ
れ
ら
を
知
っ
て
関
心
を

持
つ
こ
と
で
理
解
者
や
支
援
者
を
増
や
し
、

地
域
、
福
祉
団
体
、
民
間
施
設
、
行
政
な

ど
で
連
携
協
力
し
、
障
が
い
の
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず

皆
が
バ
リ
ア
の

な
い
当
た
り
前

の
生
活
を
営
め

る
社
会
の
実
現

を
目
指
す
こ
と

が
必
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

 
〜 「
障
が
い
児
へ
の
運
動
・

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
参
加
支
援
」

　
　
　
　
　
  
研
究
会
報
告
記
③
〜

　

鈴
木
睦
子
先
生
の
実
技
・
講
演
（
先
月

号
で
紹
介
）
に
続
く
研
究
会
後
半
は
、
障

が
い
者
に
か
か
わ
る
立
場
で
ご
活
躍
の
４

名
の
先
生
方
に
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
を
講
演

い
た
だ
き
、
最
後
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
形
式
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
２
人
の
先
生
の
講
演
内
容

を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

【
保
護
者
代
表　

佐
藤
千
枝
先
生
】

　

障
が
い
を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
障

が
い
が
あ
っ
て
も
健
常
者
と
均
等
に
当
た

り
前
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
こ
そ

が
ノ
ー
マ
ル
な
社
会
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
地
域
の
理

解
者
や
支
援
者
を
た
く
さ
ん
増
や
す
こ
と

が
重
要
。

【
佐
久
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
療
育

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

井
出
敦
志
先
生
】

　

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
以

前
よ
り
少
し
ず
つ
充
実
し
て
き
て
い
る
。

悩
み
や
希
望
な
ど
が
あ
れ
ば
各
地
域
に
あ

る
障
害
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市

町
村
の
福
祉
担
当
窓
口
に
ま
ず
相
談
を
し

て
ほ
し
い
。
や
り
た
い
け
ど
や
り
方
が
わ

 
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の

 
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
目
指
し
て

�

 
ここ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

保
健
師
で
す

  
夏
の
水
分
の
取
り
方
で
、

　
　

く
ら
べ
て
み
ま
せ
ん
か
？

 土  屋  佐  知  子  保健師
つち や さ ち こ

　

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。
体
に
必
要

な
水
分
、
夏
の
熱
中
症
予
防
に
も
心
が
け

た
い
水
分
補
給
で
す
が
、
今
回
は
そ
の
水

分
の
中
身
を
く
ら
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

糖
分
の
多
い
も
の
で
は
、
５
０
０
�
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
１
本
飲
む
と
、
ス
テ
ィ

ッ
ク
シ
ュ
ガ
ー
（
６
ｇ
）　

本
相
当
の
糖

１０

分
が
体
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
体
の

中
で
処
理
で
き
る
糖
分
は
、
１
日　

ｇ
２０

（
こ
ど
も
の
場
合
は　

ｇ
）
と
さ
れ
て
い

１０

ま
す
。
過
剰
に
取
り
過
ぎ
る
状
態
が
続
く

と
、
糖
の
処
理
を
行
う
イ
ン
ス
リ
ン
の
働

き
が
悪
く
な
っ
た
り
、
出
に
く
く
な
り
糖

尿
病
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

※
単
純
糖
質
…
一
気
に
吸
収
さ
れ
る
た
め
、

血
糖
値
が
急
激
に
上
が
る
。
吸
収
さ
れ

た
糖
は
余
り
や
す
く
、
使
い
切
れ
な
い

と
脂
肪
と
し
て
貯
ま
り
や
す
い
。

 
こ
の
夏
は
、

 　

選
ん
で
飲
ん
で
み
ま
し
ょ
う
！

　

麦
茶
や
お
茶
に
替
え
た
り
、
糖
分
の
多

い
飲
み
物
は
コ
ッ
プ
に
入
れ
替
え
て
量
を

決
め
て
飲
む
な
ど
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
体
内
の
状
態
を
確
か
め
る
に
は
、

ぜ
ひ
、
健
診
を
�
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〈広告欄〉　

 ７月の納税 （納期限８月２日）

�固定資産税・都市計画税（２期）

�国民健康保険税（普通徴収）（２期）

※コンビニエンスストアでも納付できます。

こちら119（東御消防署）

前 年 比１月からの累計

－３件50件１０件件数

－３件59名１２名傷者

－１名０名０名死者

市内交通事故統計　５月分　　　　　　

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の５月の出動件数＝

火災　２件（８件）　救急72件（418件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成2１年５月平成22年５月

33.2℃（10日） 31.5℃（５日） 最高気温

2.0℃（１４日） 1.2℃（１日） 最低気温

16.3℃　　　　15.4℃　　　　平均気温

59.4％　　　　67.6％　　　　平均湿度

55.0㎜　　　　63.5㎜　　　　降 水 量

住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

５月31日現在

　受け取る年金額を減らさないために
　　　　　　『追納』をおすすめします

　国民年金保険料の免除や猶予、学生納付特例を受け

た期間がある場合、保険料を全額納付したときに比べ、

受け取る年金額が少なくなります。そこで、受け取る

年金額を減らさないために、免除等を受けた期間が10

年以内であれば、後から保険料を納付すること（追納）

ができます。

　全額免除や猶予を受けた方が平成22年度中に追納

する場合、それぞれの年度一月分の追納保険料額は下

表のとおりになります。なお、保険料の免除または猶

予を受けた年度から起算して、３年度目以降に保険料

を追納する場合、承認を受けた当時の保険料額に経過

期間に応じた加算額が上乗せされます。

※一部納付や一部免除の方の追納額はお問い合わせく

ださい

※平成19年度以前の保険料には加算額が含まれます

【例】平成16年10月から平成17年6月まで全額免除が

承認された分の保険料を本年度中に追納をする場合、

14,180円×6か月＋14,220円×3か月＝127,740円を

平成23年3月31日までに納付いただくことになります。

　追納には専用の納付書が必要です。下記までお問い

合わせください。

●問い合わせ先
　小諸年金事務所　　　　　�0267－22－1080
　市役所市民課国保年金係　�62－1111 （代表）

�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドバババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

14,220円平成17年度の月分15,770円平成12年度の月分

14,260円平成18年度　〃　15,180円平成13年度　〃　

14,300円平成19年度　〃　14,590円平成14年度　〃　

14,410円平成20年度　〃　14,360円平成15年度　〃　

14,660円平成20年度　〃　14,180円平成16年度　〃　
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とうみ
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TTTTTTTTTThhhhhhhhhheeeeeeeeeeThe

ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみごみ（（（（（（（（（（ggggggggggoooooooooommmmmmmmmmiiiiiiiiii））））））））））（gomi）
 NNNNNNNNNNoooooooooo..........66666666668888888888No.68 

クリーンリサイクル係  �63－6814

 
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

   
寄
せ
ら
れ
た
疑
問
に

 　
　
　

お
答
え
し
ま
す

　
　

一
度
に
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

　
　

ン
に
出
せ
る
指
定
袋
は
い

く
つ
ま
で
？

　
　

一
般
家
庭
か
ら
出
る
ご
み

　
　

に
つ
い
て
は
、
特
に
決
ま

り
を
設
け
て
は
あ
り
ま
せ
ん
が

一
度
に
た
く
さ
ん
出
さ
れ
ま
す

と
、
収
集
車
の
回
収
が
遅
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
多
量
の
場
合
は
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持

ち
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
指

定
袋
に
入
っ
た
可
燃
物
に
限
り

無
料
で
受
け
入
れ
し
ま
す
。

　

東
部
地
区
の
事
業
系
一
般
廃

棄
物
の
「
可
燃
ご
み
」
は
、
地

元
と
協
議
の
う
え
、
２
つ
ま
で

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
　

こ
の
４
月
か
ら
、
新
聞
紙

　
　

と
広
告
を
一
緒
に
束
ね
て

出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
ど
う
し
て
で
す
か

（
東
部
地
区
） ？

　
　

以
前
よ
り
「
分
け
る
の
が

　
　

大
変
」「
他
の
地
域
で
は
一

緒
に
出
し
て
い
る
」
と
い
う
意

見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

再
生
紙
メ
ー
カ
ー
の
規
制
の
緩

和
と
収
集
業
者
と
の
協
議
に
よ

り
、
こ
の
４
月
か
ら
一
緒
に
出

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
新
聞
・
広
告
（
折
込

み
ち
ら
し
）
に
厚
紙
や
雑
誌
な

ど
が
混
ざ
る
と
全
部
が
雑
紙
扱

い
と
な
り
、
資
源
単
価
が
半
額

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ご
家

庭
で
、
新
聞
整
理
袋
で
保
管
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
整
理

袋
自
体
が
雑
紙
に
区
分
さ
れ
、

中
身
に
雑
紙
等
が
入
っ
て
い
な

い
か
収
集
作
業
員
が
確
認
す
る

手
間
が
増
え
る
た
め
、
そ
の
ま

ま
整
理
袋
に
い
れ
て
出
す
こ
と

は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　

中
央
公
民
館
で
、
廃
食
用
油

の
回
収
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

〈広告欄〉

　 
「
家
屋
が
年
々
老
朽
化

 
し
て
い
く
の
に
評
価
額

 
が
下
が
ら
な
い
の
は
」

　
　

私
の
住
宅
は
昭
和　

年
に

４５

　
　

建
築
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

年
々
老
朽
化
し
て
い
く
の
に
、

評
価
額
が
さ
が
ら
な
い
の
は
な

ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
　

家
屋
の
評
価
額
は
、
評
価

　
　

の
対
象
と
な
っ
た
家
屋
と

同
一
の
も
の
を
評
価
替
え
の
時

点
に
お
い
て
、
そ
の
場
所
に
新

築
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
必

要
と
さ
れ
る
建
築
費
（
再
建
築

価
格
）
に
、
家
屋
の
建
築
後
の

年
数
経
過
に
よ
る
減
価
等
を
あ

ら
わ
し
た
経
年
減
点
補
正
率
を

乗
じ
て
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
経
年
減
点
補
正
率
は
、

家
屋
の
耐
用
年
数
が
経
過
し
て

も
一
定
値
よ
り
は
下
が
ら
な
い

た
め
、
評
価
額
は
据
え
置
か
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
固
定
資
産
税
が

　

急
に
高
く
な
っ
た

　
　
　
　

の
で
す
が
」

　
　

私
は
、
平
成　

年
９
月
に

１８

　
　

住
宅
を
新
築
し
ま
し
た
が
、

本
年
度
分
か
ら
税
額
が
急
に
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し

ょ
う
か
。

　
　

新
築
の
住
宅
に
対
し
て
は
、

　
　

一
定
の
要
件
に
あ
た
る
と

き
は
、
3
年
度
分
（
要
件
に
よ

り
、
5
年
度
分
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
）
に
限
り
、
床
面
積

１
２
０
�
相
当
分
の
税
額
が
2

分
の
1
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
、
平
成　

・　

・

１９

２０

　

年
度
分
に
つ
い
て
は
税
額
が

２１減
額
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
減
額

適
用
期
間
の
終
了
に
よ
り
、
本

来
の
税
額
に
な
っ
た
た
め
、
税

額
が
高
く
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

税
務
課
資
産
税
係

　
　

�　
－

１
１
１
１ （
代
表
）

６２

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ
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宮入法廣さん「正宗賞」を受賞
　財団法人日本美術刀剣保存協会が行った平成22年新

作名刀展において、刀匠の 宮  入  法  廣 さん（八重原在住・
みや いり のり ひろ

東御市無形民俗文化財）の出品した作品が「正宗賞」を

受賞しました。正宗賞は刀剣の世界で最高の賞とされ、

受賞者は宮入さんが１４年ぶり６人目となります。

　受賞が決まり、市役所を訪れた宮入さんは「栄誉を胸

に、ますます刀作りに励みたい」と喜びの声を聞かせて

くれました。６月８日に授賞式が刀剣博物館（東京都渋

谷区）で行われ、作品は６月２７日まで同館で展示されま

した。

（２０１０年７月）

　６月１０日、白石みさよさん（東上田）が長年にわたる
地域での合唱指導の功績により、教育功労の県知事表彰
を受けました。
　白石さんは昭和５４年に小学校教諭を退職した後、地域
での合唱指導を続けながら、山びこ合唱団やコールエ
コーなどの合唱団の創立にも尽力されました。白石さん
は「今回の受賞に感動しています。これからも頑張りま
す」と喜びの声を聞かせてくれました。白石さんの指導
を受けた教え子の皆さんも市内の合唱教室の指導などで
活躍されています。

西田新君全国将棋大会へ
　５月２日に行われた第22回長野県小学生将棋選手権
大会低学年の部で優勝し、全国大会へ出場を決めた西田
 新 君（上八重原・北御牧小3年生）が花岡市長を表敬訪
あらた

問しました。５歳のときに祖父の光儀さんと将棋を指し
はじめたのがきっかけで、「今では敗戦が増え、互角勝
負をしています」と光儀さんはうれしそうに話していま
した。新君は「将棋はおもしろい。全国大会が楽しみ」
と抱負を聞かせてくれました。全国大会は、８月７日に
岡山県倉敷市で開催されます。

▲ビニール袋から放した「やさしく、ていねいに」

多年の合唱指導に教育功労賞
白石みさよさんが県知事表彰

「元気でまた会おうね！」
ハヤシミドリシジミを放チョウ

　６月２２日、祢津城山で祢津小学校がハヤシミドリシジミの
放チョウ会を行いました。ハヤシミドリシジミはカシワ林に
のみ生息し、城山は県内でも貴重な生息地になっています。
地域に生きる珍しいチョウを育て観察しようと、３年生４６名
が５月から理科の授業で卵から飼育に取り組んできました。
この日は羽化した成虫を、カシワ林の中で「元気でね」「ま
た会おうね」と声をかけながら放し、授業に協力してきた祢
津活性化委員会の倉島忠行会長は「家族を誘って城山に来て、
みんなでチョウたちを見守りましょう」と子どもたちの頑張
りを讃えました。

▲栄えある表彰状を手に記念撮影

▲写真左から父・司さん、新君、花岡市長、祖父・光儀さん

▲市長室にある宮入さんの作品と記念撮影

▲ハヤシミドリシジミ
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とうみ

で
き
ご
と
短
信

５
・　

▼
海
野
宿
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

２７

が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
イ
ブ
ニ
ン
グ
信
州

の
ス
タ
ジ
オ
に

６
・　

▼
湯
の
丸
高
原
つ
つ
じ
祭
イ
ベ

２０

ン
ト

６
・　

▼
男
女
共
同
参
画
週
間
事
業

２０

　
　
　
　

「
映
画
を
中
心
と
し
た
つ
ど

い
」（
文
化
会
館
サ
ン
テ
ラ
ス

ホ
ー
ル
）

　東京都大田区の区立大森第一小学校６年生が、移動教室
で市内を訪れ田植え体験を行いました。田沢区中山間直接
支払集落協定（田中利松代表）の協力により行われ、２列

に分かれて水田の端か
ら順々に苗を植えてい
きました。ほぼ全員が
初の体験で、最初は泥
の感触に戸惑っている
ようでしたが、次第に
慣れて次々と苗の列が
増えていきました。

教室を田んぼに移して

（２０１０年７月）

県レディースゴルフ大会２連覇
　第１０回長野県レディースゴルフ大会に出場した東御市
チームが、大会２連覇、通算４回目の優勝を収めました。
キャプテンの懸川さんは「雨と強風の中でしたが、チーム
ワークと個々の力が十分に発揮できました」と大会を振り

返っていました。
【出場選手（写
真前列右から）】
懸川　恵子さん
金根　道子さん
原田　茂子さん
尾崎　政子さん
手塚さおりさん

　市役所庁舎との合築で計画が進められている新市立図書
館をより良いものにしようと、新図書館整備計画検討懇話
会が５月２６日設置されました。懇話会の委員は１０名で、館
内の配置やサービスについて協議していきます。会長には

吾妻弘之さん（常
田・写真左）が選
出され、「十分に
議論を重ね、次世
代に残せる図書館
にしていきましょ
う」とあいさつし
ました。

次世代に残せる図書館を

　今年２月に行われた「東御市エキナカビストロ」が、６
月１８日、１９日にレストランオラホで開催されました。羊肉
（サフォーク種）や牛肉を使ったメインメニューはそのま

まに、付け合せを旬
の食材に変更し提供
されました。藤木徳
彦シェフは「こうし
た市内食材のみを提
供するイベントを今
後も行いたい」と話
していました。

「エキナカビストロ」市内でオープン

　５月５日、第３０回全国少年柔道大会が講道館で行われ、東部柔道教室
が３年連続で出場しました。団体戦は、東福岡柔道教室を相手に惜しく
も１回戦敗退。個人戦では、荻原杏慈さんが女子選手で唯一ベスト１６に
進出する奮闘を見せてくれました。他の大会も含む結果は次のとおりで
す。（敬称略）
【第３４回柔道まつり／５月３日・講道館】
個人戦中学生１年男子軽量級の部　羽柴　敦樹 （東部中１年）：ベスト８
個人戦中学生１年男子重量級の部　小林　耀平（東部中１年）：第２位
個人戦中学生１年女子　　　　　　上原万智子（東部中１年）：第２位
【第３０回全国少年柔道大会／５月５日・講道館】
団体戦　１回戦敗退：０－３東福岡柔道教室（福岡県）
個人戦５年生の部　荻原　杏慈（滋野小）：ベスト１６
個人戦６年生の部　友野　葵（祢津小）：１回戦敗退

東部柔道教室、３年連続の全国大会

▲団体戦のメンバー（大会会場で）
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▼
信
州
味
の
里
と
う
み
の
皆
さ
ん
が
、

助
産
所
と

う
み
で
出

産
す
る
お

母
さ
ん
た

ち
に
無
添

加
１
０
０

％
り
ん
ご

ジ
ュ
ー
ス

を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。
ジ
ュ
ー
ス
に
は
、

「
子
ど
も
た
ち
は
宝
物
。
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
、

先
輩
お
母
さ
ん
た
ち
の
や
さ
し
い
気

持
ち
の
こ
も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
▼
ジ
ュ
ー
ス

を
受
け
取
っ
た
黒
澤
所
長
は
、「
地

域
の
サ
ポ
ー
ト
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
お
礼
し
、
話
題
は
昔
と
今
の

お
産
の
話
と
な
り
ま
し
た
。
先
輩
お

母
さ
ん
た
ち
の
お
産
、
子
育
て
の
苦

労
話
。「
何
十
年
経
っ
て
も
忘
れ
な

い
大
切
な
思
い
出
」
と
そ
の
場
が
笑

顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
▼

�
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
�
が
、

こ
う
し
た
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
地
域
の

つ
な
が
り
が
あ
る
環
境
の
中
で
育
つ

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
一
幕
で
し

た
。　
　
　

（
市
報
担
当　
  
大
塚
）

編

集

後

記

世帯数

11,497世帯（＋９）

総人口

31,670人（－11）

男 15,560人 （－１）

女 16,110人 （－１０）

（６月１日現在）

人の動き

転入  61人（－36）

転出  56人（－85）

出生  19人（－２）

死亡  36人（＋７）

 ※カッコは５月対比

東御市役所はチャレンジ25
キャンペーンに参加しています

★
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
は
、
専
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
他
の
交
通
な
ど
に
十
分
配

慮
し
て
く
だ
さ
い
。


